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０．はじめに－－名詞句研究の目的
本稿の目的は、EsIgaLy召に現れる名詞句（NounPhrase,以下ＮＰと表示）の構造とSyntaxの関係を調べる
ことである。FrancisBaconのElgsayisは、“TheElagaJ’石,invariouseditionsfiFoml597tol625,startedas
assemblagesofaphorisms,ｈｅｌｄtogetheronlybyacommonsubject,achaosofbrightideasofabroadlyMachiavelliantone.”(Drabbleed・Ｓ・Ｍ"Bacon,Francis")とされるように"aphorism”（格言）的なことばが
多く書かれている。そのためにその文体は"Bacon，sgnomicstyle,，(Ward,ＳｉｒＡ､ＷａｎｄＡ.Ｒ・Wallereds・VbL
IV;348)と評される。本稿ではEssaysの文に用いられた名詞句に注目し、その構造と節中での文法的分布状況を調べ格言的と評される文体との関係の言語学的分析を試みる。
１．観察対象の名詞句
1.1節（clause）に|ｺでの文法的関係とＮＰの分布
ＮＰは節(Olause)を構成する要素のひとつである。ＮＰにはその要素として中心となるnoun、すなわちＨｅａｄｎｏｕｎが存在しそのＨｅａｄｎｏｕｎだけの場合も一つのＮＰとカウントする。それ以外にＨｅａｄｎｏｕｎをその前後から修飾する語句を伴う場合もＮＰである。ＮＰは次に見るように節の中にいくつも現れる。例えば"Somestudentswhomusttakethefinalexaminationwillbeworkinglateintheirrooms.''というセンテ
ンスを取り上げそれをツリーで示すとFig.１.１のようになる。この例文はQuirket､ａＬ(41-43）に多少の変更を加えたものでその結果ツリーにも変更がある：（Fig.1.1）
このように文法を階層関係で示せば、ＮＰは節（Clause）を構成する動詞句、副詞句、前置詞句と並ぶ－つ
の句である。このツリーには４つのＮＰが含まれるが以下の研究対象のＮＰはツリーの上部にある下線を施したＮＰである。ツリーの下部にある（）付きの２つのＮＰは上部のＮＰに含まれたものなのでそれは本研究のＮＰとしてはカウントしない。したがって対象とするＮＰはⅡSomestudentswhomusttakethefinalexamination]]willbeworkinglatein[[theirroomsnの［［］]で示した２つである。以下で触れるように前者はComplexNP、後者はＳｉｍｐｌｅＮＰの例である。
1.2節中での機能
次にＮＰの節中での機能（fUnction）－主語(S)、動詞(V)、目的語(O)、補語(O)、副詞類(A)－を考えると、上例のＮＰはＳ（Ｓｏｍｅstudents…examination）およびＡ（intheirrooms）に属する。それ以外にもＮＰは次の例文に[［］]で示すようにＯとしても(例:Ｉlike[[sportsl／Mydaughtergaveme[[thissweater]l）またＯとしても（例：Myfatherwas[[acoalminer]ｌ／WecallthisbuildingI[Pentagon]l)用いられる。したがってＮＰはＶ以外ではどの機能にもその構成要素になりうる。
２．ＮＰの構造
Quirket.ａ1.(ＣＧｍＬ:123889）によれば、ＮＰは(A)Ｈｅａｄ（B)Determinative（C)ThePremodification(D)ThePostmodificationの４つの部分から成る。その説明を要約､追加して引用する(Fig.１．１の後に続く）：
西岡啓治5６
Sentence
｜》’
ionalPhraseＮｏｕｎＰ
ＮｏｕｎＤｅｔｅｒ－
Ｉｎｌｎｅｒ
Preposr
tion
MainAdverb
Verb
Auxil
O
1ary
NounAuxil-Ｄｅｔｅｒ
Ｄ
ｍｌＴｌｅｒ
lfheir6ewoZ2Azngmte ｒｏｏｍＲ〃 FrDlSｂｍｅｓＺ
Relative
Olause
(NounPhrase）VbrbPhrase （NounPhrase）
／、 、～
ＮｏｕｎPronounAuxilMainVerbDeterminerAdjective
iary
ex刀痂ﾌﾟ刀刀tioz1ZfnaI､bｅｔａｋｅｗｈｏ
(Fig.1.1）
zｎｚＪＳｔ
(A）ＨｅａｄとはＮＰの主要語のことで前後に修飾語を伴い、文の他の構成素一例えばＶを統率する。す
なわちｂｅ動詞の種類が変わるなどである。斜字体の語がＨｅａｄで[［］]がＮＰを示す：
［[ThetallgizIstandinginthecomer]]ismysister・
Isawthetallgirlin[[thecoznerwhichwasftl11ofpeople]ｌ
(B）DeterminativeとはＨｅａｄの前にあってその主要語を何らかの形で限定する働きをする語で
（a)predeterminers（b)centraldeterminers（c)postdeterminersの３種類があり、これらが逆順
になることはない。つまりpre-,central．,post‐の||頂であり、”an城osefinemusicians''とは言える
が”thosealIfinemusician'，とは言えない：
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(a)predeterminers--am6o坊,dbu6Ieなど
a〃tｈｅｆｉ１Ｔｎｉｔｕｒｅ 601fhthosemusicinTlR
(b)centraldeterminers--‐Zhig,ｓｏｍｅなど
somenewofficeftlrnitureallZZhoｓｅｆｉｎｅｍｕＢｉｐｉｎｎＲ
(c)postdeterminers--zzzazZyi企w〕sep巴raJなど：
ｔｈｅｎｚａｎＪｍｅｗｏｆｆｉｃｅｓｔｈｅ企wsurvivors
（C）Premodificationとはdeterminatives以外の語句でＨｅａｄの前に来る特に形容詞と名詞である：
someeXpensiv巴ｆＵｒｎｉｔｕｒｅｓｏｍｅｖ巴zyeXpensivFoaa･cefUrniture
（D）PostmodificationとはＨｅａｄのあとに置かれてＨｅａｄを修飾する語句、節である：
ｔｈｅｃａｒｏｕ２＆ｉｄｅＺｔｈｅｓｍｔｚｂｎｔｈｅｃａｒｓＺｍｚｄ【ｉｎｇｏＨＺｍ･dDthesdzztiozlthecartharsrood
outsl･咋餓ｅｓ虚dzbn
次の３でAartsはDeterminativeという用語の代わりにdeterminersという語を使っているが指示するも
のは同じである。
3.ＮＰを用いた文体研究
Ａarts(1971:281)は"OntheDistributionofNoun-phraseTypesinEnglishClause-structure"で、現代英
語からの約１７，０００語のコーパスを用いてそのＮＰを("light'nounphrase'，と《"heavynounphrase"に二分し、
それらが節中でどのように出現するかを調査している。現代英語全般の特徴をとらえるためにそのコーパス
は性格の異なる文書、すなわち(1)lightfiction（２）scientificwriting（３）infbrmalspeech（４）fbrmal
spokenandwrittenEnglishの４分野からＮＰを集めている。そして節中で`light，ＮＰ及び`heavy'ＮＰが（a）
Subject(b)Directobject(c)Prepositionaladjunct(｡)Indirectobject(e)Nominalpartofpredicate(f）
Predicativeadjunctのどの位置に出現するかという分布状況を分析しそれらの位置でのＮＰの出現比率を計
算する。その分析から主語位置には軽い構造のＮＰ－`"light'items''一が、そして主語以外の位置には重い構
造のＮＰ－`"heavy，items''一が用いられる傾向が強いと結論づけている。Ａartsの使用する`light'ｉｔｅｍと
`heavy，itemsという用語はそれぞれQuirket・ａＬではＳｉｍｐｌｅＮＰとＣｏｍｐｌｅｘＮＰに相当する。Ａarts(1971：
281-82）は次のように区別している：
Ｂｙ`light，itemsweshallhereunderstand：（１）pronouns，（２）names，（３）nouns，neitherpre‐nor
postmodified,(4)nouns,premodifiedbydeterminersonly・Ｂｙ`heavy'itemsweshallunderstand：
（a)Allotherpre-modifiednoun-phrases,ｉｅ・thosepremodifiedby：
（１）adjective(s),(2)genitive,(3)noun,(4)adjective＋nouns,(5)genitive＋noun．
（b)Allpostmodifiednoun-phrases,i､e・thosepostmodifiedby：
(1)prepositionalphrase(s),(2)prepositionalphrase(s)＋clause,(3)prepositionalphrase＋
non-finiteclause,(4)non-finiteclause,(5)relativeclause．
Aartsは具体例を示していないが、分類用語に用いられた`light，と`heavy'ということばが示すように、‘light，
itemsは代名詞、名前、そして名詞でも冠詞を伴うだけのものというふうに一見して１～２語からなる短い
ＮＰを指す。それに対して`heavy'itemsはＨｅａｄｎｏｕｎの前後に修飾語句を伴い、関係詞節を伴う場合もある
ように一見して長目のＮＰである。
Quirket・ａＬ（1352）はそのAartsのＮＰ研究について、ＮＰが談話のstyleを知る指標になることを次の
ように評価している：
mvensuchcoarse官ｒａｉｎｅｄｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｓａｓｔｈｅｓｅｍａｋｅｃｌeａｒｈｏｗｓｅｎｓｉｔｉｖｅｉｓｔｈｅｎｏｕｎｐｈｒａｓｅ
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asanmdexofstyleandhowresponsivｅｉｔｃａｎｂｅｔｏｔｈｅｂａｓｉｃｐｕｒｐｏｓｅａｎｄｓｕbjectmatterin
varyingtypesofdiscourse．
4.儲Ｂａ}'５のＮＰデータ作成
４．１．－パス
今回対象としたエッセイは５８編の中の次の８つのエッセイである。エッセイ番号、題名、題名の日本語
訳､そして語数を示す｡なお語数にはBaconの引用するラテン語の数も含まれる。日本語訳は渡辺義雄(1983）
による（以後の引用でも同じ）：
ＩＸＯｆＥｎｖｙ（嫉妬について）
Ｘ・ＯｆＬｏｖｅ（恋愛について）
ＸＶ、OfSeditionsj"dTroubles(反乱と騒動について）
XXYOfDispatch（敏速について）
XXX・OfRegilnentofHealth（養生法について）
ＸＬＩＬＯｆＹｏｕｔｈａｎｄＡｇｅ（青年と老年について）
XLVII・OfNegociating（交渉について）
ＬＯｆＳｔｕｄｉｅｓ（学問について）
このコーパスの総語数は７３４３語である。
1６４５
６２３
２２５５
５９７
５９１
６３１
５１０
４９１
4.2分析表
Ｑｕｉｒｋｅｔａｌ.（1985:1351）はAartsの資料をもとにＳｉｍｐｌｅＮＰとＯｏｍｐｌｅｘＮＰが主語(subject)位置に出
現しているか、それともそれ以外の(notsubject)位置に出現しているかを仕分けし、出現頻度を示す表を作
成している。Quirket.ａ1.の表とそれのもとになったと思われるAarts(1971:282-83）の表を参考にして私
の場合は次のような表を使用する：
SｉｍｐｌｅＮｏｕｎＰｈｒａｓｅ OomplexNounPhrase
Ａｌｌｓｉｍｐｌｅ ＡｌｌcomplexＮｏｕｎｓ ＮｎｍＰＲａｎｄ Premodified Multiple
ＮＰＳ ＮＰＳ complexNP ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｎｎpｒｏｎｏｕｎｓ
subject
ｎｏｔ
subject
(Table4.2）
4.3塗saysのＮＰ分析
zssaJ石に出現するＮＰをＳｉｍｐｌｅＮＰとＣｏｍｐｌｅｘＮＰとに仕分けし､それぞれの下位区分としてＳｉｍｐｌｅＮＰ
にはNounsおよびNamesandpronounsを、ＣｏｍｐｌｅｘＮＰにはPremodifiedcomplexNPとMultiple
modificationを設けた（Table4.2)。Quirket.ａ1.にもＡartsにも詳しい下位区分が設けられておらずＮＰを
仕分けするとき行き先のないＮＰが出てくるので、この表では下位区分としてNounsとPremodified
complexNPを設けた。PremodifiedcomplexNPという用語はAartsの定義（上記３）に従って仕分けをす
る都合上設けたものである。すなわちAartsの'heavy'itemsの定義のなかで(a)に属するものがPremodified
complexNP、（b)に属するものがMultiplemodificationである。
ここでエッセイXIIII``OfNobility，，（貴族について）の冒頭箇所を引いて具体的な仕分けと手11頂を示す。
下線はＮＰを明示するため、また太字はＮＰのＨｅａｄを示すために私が付したものである。なお斜体はテキ
ストのものである（以下の引用でも同様）：
ＷｅＷｉｌｌｓｐｅａｋｅｏｆ』VbhZZi畝ｆｉｒｓｔａｓａＰｂｒｋｍｎｏｆａｎＥｇｔａｆｅ;Ｔｈｅｎａｓａ ＣＤ、〃ﾌﾞｵｍｎｏｆ五arガczJjarPezFons．
Ａルル刀刃７qf7ﾉﾚ灰ｗｈｅｒｅｔｈＰ１℃ｉｓｎｏｊＶｂ６ｚＺｉｔｖａｔａｌＬｉｓｅｖｅｒ ａＤｕｒｅａｎｄａｂｓｏｌｕｔｅ２”"刀互瞬 Ａｓｔｈａｔｏｆｔｈｅ
impleＮ(〕unPhrase
Ｇ ａ ｅｓＢＴ１
ｐ
G H
modification
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sｏｍｅｗｈａｔａｓｉｄｅTurkes・Ｆｏｒ」Vb6iLiZf7attelnpersSb”zlazfm鉱anddrawes
fromtheLZneEovzllL（p､41）
tｈｅＥｖｅＢｏｆｔｈｅ PeoDle．
貴族については、まず国家の一部として、次に個人の身分として述べることにしよう。
貴族が全く存在しない君主国は、トルコ人のそれのように、つねに純粋な絶対的専制である。貴族は
主権を和らげ、国民の目を歴代の王からいくらかそらすからである。（p､66）
上記の表の項目に従いこれらのＮＰの分布状況を具体的に示せば次のようになる
OomplexNounPhraseSimpleNounPllrase
Ｎｏｕｎｓ Ｎａｍｅｓａｎｄ Ａｎｃｏｍｐｌｅｘ Premodified MultipleＡｌｌ
ＮＰＳ cｏｍｐｌｅｘＮＰsimple modificationpｒｏｎｏｕｎｓ
ＮＰＳ
Nobility（第３ ｗｅsubject AMonarchy，２ ２
行目） ｗｈｅｒｅｔｈｅｒｅｌｓｎｏ
Nobilityatall／
tｈａｔｏｆｔｈｅＴｕｒｋｅｓ
Nobility(第１ Ａｐｕｒｅ，ａｎｄ２ ５ ａＰｏｒｔｉｏｎｏｆａｎｎｏｔ
行目）／subject absolute Estate／ ａ
Soveraignty Tyranny／ Oonditionof
ＴｈｅＬｉｎｅ Particular
Ｒｏｙａｌｌ Persons／ｔｈｅＥｙｅｓ
ofthePeople
(Table4.3）
仕分けではたとえばｔｈａｔｏｆｔｈｅＴｕｒｋｅｓのように省略された動詞を考えてsubjectに振り分けたり、A
Monarchy,wherethereisnoNobilityatall,のように現代英語の場合ならwhere以下はコンマがあるのだ
から非制限用法と考えて－つの副詞句とみなすかもしれないが、当時の句用法はKiernan（cxiv)の説明によ
れば当時の"plinting･housestyle''によるもので、Baconの自筆原稿が残っていない現在では解釈は読者の判
断に頼らざるを得ない。また、TheLineRoyallは"Premodified''という定義には当てはまらないが"Multiple
modification"にも当たらないので意味的な判断からPremodifiedcomplexNPに分類した。仕分けには従っ
て私の解釈が多く含まれる。
５．ＮＰの分布状況
このような方法で上述の８つのエッセイを分析したものが次の表である。
SｉｍｐｌｅＮｏｕｎＰｈｒａｓｅ ＯｏｍｐｌｅｘＮｏｕｎＰｈｒａｓｅ
Elgsa.” Total Ａｌｌ Ｎｏｕｎｓ Ｎａｍｅｓ Ａｌｌｃｏｍ‐ Premodified Multiple
simple ａｎｄpro‐ pｌｅｘＮＰｓ complexNP Inodifioa‐
ＮＰＳ tionIｌｏｕｎＲ
subject 6４４１４３９１１７１ 2６８ 2０５ 7０ 1３５
％ 4ａ４１２９．６１１１．５ 1８．１ 1３．８ 4.7 9.1
4４２ 3１２8３９ 1３０ 3９７ 1８７ 2１０ｎｏｔ
Ｗｈｏｌｅ
subjectsａｍｐｌｅ ％ 5６．６１２９．８１２１．０ 8.8 2６．８ 1２．６ 1４－２
total 1４８３１８８１１４８３ 3９８ 6０２ 2５７ 3４５
％ 1００１５９．４１３２．６ 2６．８ 4０．６ 1７．３ 2３．３
(Table５）
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６．Ａartsとの比較
ＮＰの出現率をこの表だけで判|断することは難しいのでAartsのものと比べながら検討してみたい｡Ａarts
は前述(3)のように現代英語が様々な分野で用いられる時のＮＰの出現率を調べたものである。Ａarts（1971：
289）の表を私の表の形式に合わせて再計算して載せると次のようになる：
SｉｍｐｌｅＮｏｕｎＰｈｒａｓｅ ComplexNounPhrase
Ａarts Total Ａｌｌ Ｎｏｕｎｓ Ｎａｍｅｓ Ａｌｌ Ｐｒｅｍｏｄ‐ Multiple
slmple aｎｄ complex ifiPN modification
ＮＰＳ ＮＰＳ complexpｒｏｎｏｕｎｓ
ＮＰ
subject 7８９８ 6７４９ 9２８ 5８２１ 1１４９ 6９３ 4５６
％ 4６．６ 3９．８ 5.5 3４．３ 6.8 4.1 2.7
Ｗｈｏｌｅ 9０６３ｎｏｔ 4７５３ 2５６０ 2１９３ 4３１０ 1２１１ 3０９９
sample subject
％ 5３－４ 2８０ 1５．１ 1２９ 2５．４ 7.1 1８．３
％ 1００ 6７．８ 2０６ 4７２ 3２．２ 1１．２ 2１．０
(Table6a）
両者（Table5とTable6a）を比較しやすくするためにパーセンテージのみの表を作ると次のようになる
SｉｍｐｌｅＮｏｕｎＰｈｒａｓｅ CoInplexNounPhrase
四ssays Total Ａｕ Ｎｏｕｎｓ ＮｎＴｎｅｓ Ａｌｌ Premod‐ Multiple
＆ s1mple aｎｄ complex ified modifin円tion
Ａarts ＮＰＳ ＮＰＳ complexpｒｏｎｏｕｎＳ
ＮＰ
subject
Ｂａｃｏｎ％ 4３．４ 2９．６ 1１．５ 1８．１ 1３．８ 4.7 9.1
Aarts％ 4６．６ 3９．８ 5.5 3４．３ 6.8 4.1 ２７
Ｗｈｏｌｅ notsubject
sample
Ｂａｃｏｎ％ 5６．６ 3０．５ ２１．０ 8.8 2６．８ 1２．６ 1４．２
Aarts％ 5３．４ 2８．０ 1５．１ 1２．９ 2５．４ 7.1 1８．３
(Table6b）
7.Ａartsと比較したＮＰの分布状況
Ａartsのコーパスは16,961語と大きいので現代英語での標準的なＮＰの出現率と考えてよいであろう。そ
こでＴａｂｌｅ６ｂを使って四sＢａ”とAartsの比較をすれば回苫saJnsの英語が現代英語と比較してどのような特
徴を持つかを知ることができる。各パーセントは全コーパスに占める比率を示しているので、例えばEgsayis
とAartsのsubjectでのＮＰ出現率を比べるなどして互いの特徴を知ることができる。ElssayHgは１５９７年、
1612年、１６２５年と計３版出版され私のコーパスにはその各版のエッセイが入っている。ZlgsayTgはそのよう
に初期近代英語の例なので、Ａartsの現代英語との比較という意味もある。
そこでまずsubjectの位置に出現するＮＰから検討･する｡Essay召ではAllsimpleNPsは２９．６＋30.5＝60.1、
O mplexNounP
囮 a” 、【)ta ｌｌ
Si
ｍＧＥＩ
ｎＴＩ
ｐ
All
()mpl
-
I n1odi ca i()、
Who1e
c()ｎ
Ａ２１Ｐｔｓ － ３
lａ
６．８
２
２
１ 傘
９．１
ilnpleNounPhrase ＯｏｍｐｌｅｘＮ〔)ｕｎＰｈｒａｓｅ
IIbta
i
()ｕｎ ｒｎｅＡ
ｐ
1１ Pr()mod
lnied
〔)oｍｐｌｅｘ
MiF Cat
(〕le
S
４
５ａ
00
３
８．
５．５
] 」
２
２
２
７．２
４ １(）
－
１ ］
４
３ ［
１
ＬＯ
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そしてAartsでは39.8＋28.0＝67.8で７％ほどの差である。しかしsubjectに出現するNounsの欄を見ると、
ZⅡgsa”では１１．５でAartsの５．５のほぼ２倍である。EgsaJzsのsubjectは現代英語の倍の比率で名詞が使わ
れているという特徴を示している｡次にNamesandpronounsでのsubjectについて比べると恥say石が１８．１
に対してＡartsは３４．３でこちらは逆である。すなわちEssay石では主語の位置に名前と代名詞が出現する比
率は現代英語の約２分の１である。これは逆に考えれば、EIgsa”では主語位置に意味的に重い名詞が多く出
現することを示し、名前や代名詞はあまり出現しないということである。このことはＣｏｍｐｌｅｘＮＰの場合を
比較するとさらに明確である。Ａ１１ｃｏｍｐｌｅｘＮＰｓのsubjectを見るとEigsaJ尻sの１３．８に対してＡartsは６８
でElssaJFでは主語位置にはＣｏｍｐｌｅｘＮＰｓが現代英語の２倍出現することがわかる。Multiplemodification
では９．１対２．７でEgsay;sでは現代英語の３倍以上の比率でMultiplemodificationが出現する。これらの比
較から恥ｓａｙｓの主語位置には意味の重いＮＰが現代英語と比べて高い比率で出現することがわかる。
Subjectは一般に冒頭に出現することが多いので、Essay;sの文は名詞や複雑な構造の名詞句で始まること示
唆している。これに対し現代英語でのsubjectの位置には人名や代名詞が出現する比率が34.3％と高く
Nouns(5.5％)もMultiplemodification(２７％)も非常に低い出現率である。現代英語は主語位置には意味的に
軽いものが出現する比率が高いという傾向が現れている。このコントラストは現代の読者がEbsay石を読む
ときに文から受ける印象に大きなインパクトになるであろう。これは酩Ｂａ”が「格言的」（gnomic／
aphoristic)と言われることの原因の一つ、すなわちことばの意味内容とは別の言語的な原因であると言えよ
う。以下の例にその特徴が出ている。意味の重い名詞(nouns)やPremodifiedcomplexNPやMultiple
modificationが特に主語に出現している－IZDz1a虚one//nosuchGaineofTime/LongandCuriousSpeeches／
aRobeorMantlewithalong1rraine/aRobeorMantlewithalongTraine/Prefaces,andPassages,and
ExcusationaandotherSpeechesofReferencetothePerson－ことが観察できる：
ZiiU邇泣ｏｎｓａｒｅｃｏｍｍｏｎｌｙｌｏｓｓｅｏｆＴｉＩｎｅ：ＢｕｔｔｈｅｒｅｌｓｎｏｓｕｃｈＧａｍｅｏｆＴｉｍｅ，ａｓｔｏｉｒｅｚａｒｅｏｆｔｅｎ
ｔｈｅＳねZeoftheQzzestrbn Ｆｏｒｉｔｃｈａｓｅｔｈａｗａｙ
ｌ、ａｒｅａｓｆｉｔｆｂｒＤｉｓＤと
manvaFrivolousSueech． aｓｉｔｉｓｃｏｍｍｉｎｇ fbrth
isfbrT,OTT□ａｎｄＯｕｒｉｏｕｓ Speeches， ｉ ｏ ｎＺ四Ipaねh， aｓａＲｏｂｅ oｒＭｎｎｔｌｅｗｉｔｈａｌｏｎ日TTnine．
Race・PrefaceB,ａｎｄＰａｓｓａｇｅａａｎｄＥｘｃｕｓａｔｉｏｎｓ,ａnｄｏｔｈｅｒ SpeechesofRefbrencetothePerson， ａｒｅ
"ｏｆｏｆＴｉｍｅ；Ａｎｄ thoughtheyseemetoproceedofModesty,theyareBravery．（XXVＥｒｅａｔｗａｓｔｓ
Dispatch,'ｐ､77）
繰り返しは一般に時間の損失である。しかし問題の要点をしばしば繰り返すことほど、時間の得にな
ることはない。それは多くのくだらない差し出口を追い払うからである。分かりにくい長話は、裾の長
い衣服とか外套とかが競走に向かないように、敏速には不向きである。前置きや挿話や弁解や、その他
個人を引合いに出す話は、時間のはなはだしい浪費である。（p､114-15）
Ｈ２百mzresmakeMenWise；ＰｂeおWitty； Ｔｈｅ」V刀rhpmatrnk写Subtill； ZVZItzJzHnEﾊﾌﾟﾙﾌ.qoDhv deepe；
〕lｓｎｏ
ｏｆｔｈｅ
jZm刀〃Ｇrave； Ｚｏ２ｒｎｋａｎ‘Ｅhe"zｉＤＡ ＡｂｌｅｔｏＣｏｎｔｅｎｄ． Ａ６ｅｚｍｔｓｔｍＺｉａｉｎＭ,z,es･Ｎａｙthere
Ｓｔｏｎｄｏｒｌｍｐ⑨nｉＴｎＰｎｔｉｎｔｈｅ ｂｕｔｍａｖｂｅｗｒｏｕｌｚｈｔｏｕｔｂｖＦｉｔＳｍｄｉｅｓ：Ｗｉｔ T`i]てeasDise3RFMsI
Ｂｏｄｖ､Iｎａｙｈａｖｅ ADbroDriate nrercises． BowⅢngisgoodfbrtheStoneandReines;Shootingfbr辿旦
leStomacke;RidingfbrtheHead;Andthelike．（L・“ｏｆTj1】ｍｒｓｎｎＮ Ｂｒeast； ＧｅｎｔｌｅＷ月ｎｒｉｈｐｆｂｒｔｈｅＳｔｏＴｎ月佃1Ke；
Studies'，ｐｐ､153-54）
歴史は人々を賢明にし、詩人[の作品]は才気煥発にし、数学は明敏にし、自然哲学は考え深くし、道徳
は厳粛にし、論理学と修辞学は議論好きにする。「学問は性格となる｣。それどころか、適切な学問によ
って除かれないような知能の障害もしくは故障は存在しない。それは身体の病気に適切な運動があるの
と同じである。球ころがしは結石と腎|職によく、射､盤は肺と胸に、静かな散歩は胃に、乗馬は頭によい
などである。（pp219-20）
では次にnotsubjectの場合を見てみよう。Nalnesandpronounsの棚で恥Ｂａ・ｙｓとAartsは８．８：１２．９で
ある。そしてNounsでは２１．０：１５．１である。このことは四ｓＢａ”ではnotsubjectの位置にも意味的に重い
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ＮＰが出現する比率が現代英語と比べて高いことを示す。すなわちEgsaJsには目的語、補語などの位置にも
ＮＰの出現する割合が高いことを表している。たとえば次の引用文中のNP-thecommingonofYeares/the
sameThings／ｓｕｄｄｅｎＣｈａｎｇｅｉｎａｎｙｇｒｅａｔｐｏｉｎｔｏｆDiet／ｔｈｅrest／ａSecret／Nature，ａｎｄState／thy
Oustomes,ｏｆDiet,Sleepe,Exercise,Apparell,andthelike／ａｎｙThing,thoushaltjudgehurtfUll/any
lnconvenience／ｔｈｅＯｈａｎｇｅ／ｔｈａｔｗｈｉｃｈｉｓｇｅｎｅｒａｎｙｈｅｌｄｇｏｏｄ，ａｎｄｗｈｏｌｅｓｏｍｅ／ｔｈａｔ，whichisgood
particularly；ａｎｄｆｉｔｆｂｒｔｈｉｎｅｏｗｎｅＢｏｄｙ/HouresofMeat,ａｎｄｏｆＳｌｅｅｐ，andofExercise／ｏｎｅofthebest
PreceptsofLonglastmg-にそのことが現れている：
andthinkenot，ｔｏｄｏｅｔｈｅｓａｍｅＴｈｉｎ質sstill;ＦｏｒＡｇｅｗｉｌｌｔｈｅｃｏｍｍｉｎ厘ｏｎｏｆＹｅａｒｅｓＤｉｓｃｅｒｎｅｏｆ
ndifnecessityinforceit,ｆｉｔ
ｉｔｉｓｓａｆｅｒｔｏｃｈａｎｇｅＭａｎｖ
tＤｏｉｎｔｏｆＤｉｅＬａO)wmpfeinanv2ireafｓｕｄｄｅｎｎｏｔｂｅＤｅｆｉｅｄＢｅｗａｒｅｏ
ｔｈｅｒｅｓｔｔｏｉｔ･Ｆｏｒｉｔｉｓ ａSecret，ｂｏｔｈｉｎＮａｔｕｒａａｎｄＳｔａｔｅ；Ｔｈａｔ
ａｎｄｔｈｅｌｉｋｅ；ＡｎｄS1eeDeExerc1se､Apparell．ｏｆDiet、ThinpRothenone，Examine型ｖＣｕｓｔｎｍｅＳ
todiscontinueitbylittleandlittle;Ｂｕｔｓｑａｓｉｆｔｈｏｕ
ＬＩ２ｉｅ，ｔｈｏｕｃｏｍｅｂａｃｋｅｔｏｉｔａｇａｉｎｅ：Ｆｏｒｉｔｉｓｈａｒｄｔｏ
hurtfUlLtｈｏｕｓｈａｌｔｌｕｄｇｅtｒｉｅｉｎａｎｖＴＷｌｉｎｇｆ－
ｂｙｔｈｅＣｈａｎ臼ｅｔｈｏｕｃｃ
１ｅｒａｌｌｖｈｅｌｄＥｏｏｄａｎｄ
doestfinde
distinguish，
aｎｖｌｎｃｏｎｖＦｍＴＦｍｎｅ
that・ｗｈｉｃｈｉｓＩｍｏｄwholesｏｍｅ fTｏｍtｈａｔｗｈｉｃｈｉｓ Erenerall
Ｔｏｂｅｆｒｅｅｍｉｎｄｅｄ,andcheerefnllydisposed,ａｔＨｏｕｒｅｓａｎｄｆｉｔｆｂｒｔｈｉｎｅｏｗｎｅＢｏｄｖ．DarticularlV､
(ＸＸＸ“ｏｆoｎｅｏｆｔｈｅｂｅｓｔＰｒｅｃｅＤｔｓｏｆＬｏｎ２ｉ laStiTup．ofMeat、ａｎｄｏｆＳｌｅｅｎａｎｄｏｆＥｘｅｒｃｉｓｅ， 1ｓ
RegimentofHealth'，ｐ、100）
老年になるのをしかと弁えて、いつまでも同じことをしようなどと考えないことだ。年には勝てない
からである。食事は肝腎な点で急に変えないように気をつけるがよい。どうしても変えなければなら
ない時には、ほかのこともそれに合わせるようにするがよい。一つのことを変えるより、多くのこと
を変えるほうが安全であるということは、体力においても国家においても秘訣だからである。食事の
習慣、睡眠、運動、服装などを検討･するがよい。そうして有害だと判|新するどんなことでも、少しず
つやめるように努めるがよい。しかし変えたために何か不快なことに気づいたならば、また元どおり
にするがよい。一般に有益で健康によいとされていることと、各個人に有益であって各人の身体に適
していることを区別することは、むつかしいからである。食事や睡眠や運動の時間に、のんびりかま
えて快活にしていることは、長生きをする最もよい教えの一つである。（ppl44-45）
8．結論
文体の性格を知るためにＮＰを利用することについてＡartsはとてもよい実例を示してくれた。本研究は
その方法を借用してEgsaysの文体を研究した。ＡartsのＮＰの分析は大変に細かいが、本研究ではその大ま
かな分析方法を借用している。つまりＮＰをその文法的構造によってＳｉｍｐｌｅＮＰかＣｏｍｐｌｅｘＮＰかに区分
し、つぎにそのＮＰのＳｉｍｐｌｅの程度、complexの程度によりさらに下位区分する。次にclause中でその
ＮＰが果たす機能という点からsubjectとnotsubjectに仕分けする。コーパスが大きいほど信頼性の高い
分析結果が得られるのは当然である。Quirkが現代英語の分析に使用した１４テキストの各々からは約5,000
語を取っている。そこで私の研究は7,000語あまりのコーパスとした。Essaysのコーパスの分析結果から客
観的にその文体の性格を知ることはできないのでAartsの分析を比較の対象に用いた。そこから分かった点
はEssaJ′宮にはＮＰの分布状況に特徴があることである。EssaJzgでは名詞、すなわち代名詞や名前でなく意
味的に重い名詞の分布状況にAartsの調査した現代英語のそれとは大きな違いがあることがわかる。現代英
語では特に主語位置には意味の軽い代名詞や人名が出現する比率が高く、意味的に重い名詞句や構造的に複
雑な名詞句は主語以外の位置に出現する比率が高い。しかしE1gsaysでは意味的に重い名詞と構造的に複雑
な名詞句の出現率は現代英語の出現率より主語位置でも主語以外の位置でも高い。この点はEIssaJ,石が格言
的文体であると言われることの一つの原因、すなわち文法的な原因であると言えよう。
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ＴｈｅｐｒｏｓｅｓｔｙｌｅｏｆＦｒａｎｃｉｓＢａｃｏｎ，ＳＥⅡgsayFisgenerallytermed“aphoristic.,，Nodoubtthis
criticismcomesfromthemanymeaningfUlwordsdispersedｈｅｒｅａｎｄｔｈｅｒｅｉｎｅａｃｈｅｓｓａｙ、Ｍｙ
ｓｔｕｄｙｓｐｒａｎｇｆｒｏｍａｎｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｆｉｎｄｉｎｇｏｕｔｔｈｅｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃｃａｕｓｅｏｆｔheso-calledaphoristic
styleIfocusedmyattentiononthedistributionofnoun-phrases(hereafterNP)inaclause、
IrefbrredtoAarts'（1971）methodofanalyzingNPs，ａｎｄｃｏｍｐａｒｅｄｍｙｒｅｓｕｌｔｗｉｔｈｔｈａｔｏｆ
Ａａｒｔｓ
Ｍｙｃｏｒｐｕｓｈａｓｌ４８３ＮＰｓｆｒｏｍｅｉｇｈｔｏｆＢａｃｏｎ'ＳＥぢsayF，ＬｉｋｅＡａｒｔｓｌｍａｄｅａｔａｂｌｅｔｏｓｈｏｗ
ｔｈｅｄistributionofeachNPaccordingtothegrammaticalstructures，namely,ｓｉｍｐｌｅＮＰｏｒ
ｃｏｍｐｌｅｘＮＥＩｎａｄｄｉｔｉｏｎＩexaminedwhetherthesameNPoccursinthesubjectpositionorin
thenon-subjectpositionintheclauseThusthecompletedtablehasfburmaincategories：
simpleNPsubject,simpleNPnot-subject,complexNPsubject,andcomplexNPnot-subject・
Ialsomadethedistributionmoreprecisebyaddingsub-divisions：“Ｎｏｕｎｓ２，ａｎｄ“Nanqesａｎｄ
ｐｒｏｎｏｕｎｓ，,ｕｎｄｅｒｓｉｍｐｌｅＮＰｃａｔｅｇｏｒｙ）ａｎｄ“ＰｒｅｍｏｄｉｆｉｅｄｃｏｍｐｌｅｘＮＰ”ａｎｄ“Multiple
modification”undercomplexNPcategory、ＩｍａｄｅａｓｉｍｉｌａｒｔａｂｌｅｆｒｏｍｔｈｅＡａｒｔｓ，ｄａｔａａｓ
ｗｅｌＬ
ＴｈｅｓｔｕｄｙｏｆＥｌｇｓａｙｕＮＰｓtructurecontrastedwithAarts,tablerevealsthatintheEmgsaylg
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heavyNPsoccuratahigherratebothinsubjectandnon-subjectpositionsthanmthe
present-dayEnglish・ＴｈｉｓｍｅａｎｓｔｈａｔｍｏｄｅｒｎｒｅａｄｅｒｓｏｆｔｈeElgsayFwillmeetwith
structurallycomplexandsignificantlymeanｉｎｇｆｔｌｌＮＰｓｍｏｒｅｆｒｅｑｕｅｎｔｌｙｔｈａｎｗｈｅｎｔｈｅｙｒｅａｄ
ｐｒｅｓｅｎｔ－ｄａｙＥｎｇｌｉｓｈＴｈｅｙｗｉｌｌｔｅｎｄｔｏｆｅｅｌtheaphoristicnatureofsuchsenteｎｃｅｓｗｈｅｎ
ｒｅａｄｉｎｇｔｈｅＥｌｇｓａｙａＴｈｅａｐhoristicstyleoftheElgsayTgisthuspartiallyexplainedbythe
linguisticfbaturesoftheNPs．
